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 2002.06.8,9 （財）尾瀬保護財団 

調査者：（      ）   日時：（６／ ８  ９ ）    開始時間：（  ：   ） 

調査場所：（ 牛首  竜宮  山の鼻  見晴  東電小屋 ） 

 

アンケート調査票 
「尾瀬保護財団のものですが、本日尾瀬ヶ原の利用に関するアンケート調査を行っており

ますので、できれば１０分程度ご協力して頂けないでしょうか。ご協力頂いた方には粗品

を差し上げます。」 

  ①男  ②女   

１．今日の利用状況は混雑していると思いますか、空いていると思いますか。 

       ①非常に混雑している  

       ②やや混雑している 

       ③やや空いている 

       ④非常に空いている 

       ⑤どちらともいえない 

       ⑥わからない 

２．今日の利用状況は予想していましたか。 

       ①予想していた   ②予想していなかった 

 

３．今日の利用状況と比べて、理想的な利用状況としてはどう思いますか。 

       ①もっと人が少ない方がいい 

       ②今日ぐらいの人数がちょうどいい 

       ③もっと人が多い方がいい  

 

４．次の７枚の尾瀬ヶ原の写真を見て、以下について該当する写真番号をお答え下さい。 

 

①最も好ましい利用のされ方をしていると思う写真 （    ）番 

②これ以上だと混雑していると思う写真      （    ）番以上 

③これ以上人が多いならば利用したいと思わない写真（    ）番以上 

 

●次に、今回の尾瀬のコース取りについてお訊ねします。 

１．（日程）：今回の旅行は日帰りですか宿泊ですか。 

   ①日帰り    ②宿泊 

２．  ：宿泊の場合は宿泊する日にちと宿泊先を教えてください。（山小屋の場合は

山小屋名も） 

第Ⅲ・Ⅳ章 面接調査票（混雑日用） 

付   録 
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３．（入山口）：今回ご利用された入山口と入山時刻をお答え下さい。 

   ・該当入山口に○印。・入山時刻を書き込む 

４．（コース取り）：入山口からここまで歩かれたコースと、これから歩かれるコースを教

えてください。（    ：ここまでのコース（実線）      ：予定コース（点線） ） 

５．（休憩場所）：今まで休憩や食事をした場所と、その時間もお答え下さい。 

６．（予定下山口）：下山口の到着予定時刻をお答え下さい。 

 

●尾瀬概略地図（コース取り書込用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち：  ７（金）  ８（土）  ９（日） １０（月） その他 

宿泊先： （    ）（    ）（    ）（    ）（    ） 

ＰＰ 

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ 

富士見下口 

入山  日  時台

下山  日  時台

鳩待峠口 

入山  日  時台 

下山  日  時台 

御池口 

入山  日  時台 

下山  日  時台 

大清水口 

入山  日  時台

下山  日  時台

  沼山峠口 

入山  日  時台

下山  日  時台

小沢平口

入山  日  時台

下山  日  時台

竜宮 尾瀬沼 

富士見峠

至仏山 

見晴 

(見晴北分岐) 

三条の滝 

赤田代 
（尾瀬温泉） 

燧ヶ岳 

ヨッピ吊橋 

牛首分岐 見本園 

沼尻

三平下 

七入 

津奈木 

並木 
戸倉 

尾瀬戸倉スキー場 

大江湿原 

山の鼻 

東電小屋 
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●次に、今回の尾瀬の印象についてお訊ねします。 

１．（混雑場所）：今回歩かれた尾瀬ヶ原の区間の中で、少しでも混雑していると思われた

所がありましたらあげてください。 
・上記質問から推測できない場合通過日時も合わせて聞く。 
・区間の場合 → 通過方向も確認する。（上記質問から推測できない場合） 
・ポイントを指す場合（分岐点・橋上等）→ 該当場所を○で囲む。 

２．（混雑内容）：また、混雑していてどのような点が嫌だと思いましたか。場所ごとに教

えてください。・追い越せない・写真が撮れない・止まってゆっくり観賞できない・休憩できない 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竜宮 

富士見峠 

至仏山 

見晴 

(見晴北分岐) 

三条の滝 

赤田代 

（尾瀬温泉） 

ヨッピ吊橋 

牛首分岐 
見本園 

鳩待峠 

富士見下 

山の鼻 

東電小屋 
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３．もしあなたが一人で尾瀬ヶ原に来て、木道を歩いているとしたら、前の人との距離がどの

位まで狭まると、嫌だなと思いますか。木道１本分の長さは約４ｍですので、それを目安と

してお答え下さい。 ※複線の時の、片道側の間隔を聞く 

①木道１本の１／４ ②木道１本の１／２ ③木道１本分 ④木道１本半分 ⑤木道２本分 

⑥その他（                    ※木道○本分で答えられない場合は ｍも可） 

 

４．同じように一人で木道を歩いている場合、前の人との距離がどのくらいだと、気持ちよい

と思いますか。 

①木道１本分  ②木道２本分  ③木道３本分  ④木道４本分  ⑤木道５本分 

⑥その他（                    ※木道○本分で答えられない場合は ｍも可） 

 

 

●最後に、あなたご自身のことについてお訊ねします。 

１．（住所）：どちらからいらっしゃいましたか。 

         都 道 府 県  

２．（年齢）：ご年齢は何十代になりますか。 

 ①１０代 ②２０代 ③３０代 ④４０代 ⑤５０代 ⑥６０代以上     

３．（職業）：職業を以下の中からお答え下さい。 

  

 

 

４．（来訪回数）：尾瀬へいらっしゃったのは何回目ですか。 

 ①初めて   ②２回目   ③３回目    ③４回目以上（    回） 

 

５．（来訪人数）：何人でいらっしゃいましたか。 

 ①１人      ②２人       ③３人以上 （       人）  

 

６．（ツアー）：今回はツアーをご利用されましたか。「はい」の方はその行動形態も教えて

ください。 

①はい   ②いいえ 

ア．全員行動型    イ．自由行動型 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

①会社員・団体職員（公務員含む） ②自営業  ③学生  ④専業主婦 

⑤パート  ⑥無職  ⑦その他（                 ） 



X 

 

 

調査者：（      ）   調査日：（８／26 27）    開始時間：（  ：   ） 

調査場所：（       ） 

 

アンケート調査票 
「国立公園の調査研究を行っているものですが、宜しければ尾瀬ヶ原の利用に関するアン

ケートに１０分程度ご協力して頂けないでしょうか。」 

 

  ①男   ②女   

 

１．今日の利用状況は混雑していると思いますか、空いていると思いますか。 

       ①非常に混雑している 

       ②やや混雑している 

       ③やや空いている 

       ④非常に空いている 

       ⑤どちらともいえない 

       ⑥わからない 

 

２．今日の利用状況は予想していましたか。 

       ①予想していた   ②予想していなかった 

ア．予想よりも少なかった 

イ．予想よりも多かった 

 

 

３．今日と比べて、理想的な利用状況はどう思いますか。 

       ①もっと人が少ない方がいい 

       ②今日ぐらいがちょうどいい 

       ③もっと人が多い方がいい  

 

 

４．（休日回避意向）本日、平日を利用されたのは、土日等の混雑日を避けるためですか。 

 

     ①はい ②いいえ（本日を選んだ理由：                  ） 

 

 

第Ⅳ章 面接調査票（閑散日用） 



XI 

５．次の７枚の尾瀬ヶ原の写真を見て、以下について該当する写真番号をお答え下さい。 

 

①最も好ましい利用のされ方をしていると思う写真 （    ）番 

②これ以上だと混雑していると思う写真      （    ）番以上 

③これ以上人が多いならば利用したいと思わない写真（    ）番以上 

 
 

●次に、今回の尾瀬のコース取りについてお訊ねします。 

１．（日程）：今回の旅行は日帰りですか宿泊ですか。 

   ①日帰り    ②宿泊 

２．  ：宿泊の場合は宿泊する日にちと宿泊先を教えてください。（山小屋の場合は

山小屋名も） 

  

 

 

 

３．（入山口）：今回ご利用された入山口と入山時刻をお答え下さい。 

   ・該当入山口に○印。・入山時刻を書き込む 

 

４．（コース取り）：入山口からここまで歩かれたコースと、これから歩かれるコースを教

えてください。 

（    ：ここまでのコース（実線）      ：予定コース（点線） ） 

 

５．（休憩場所）：今まで休憩や食事をした場所と、その時間数（●分間）もお答え下さい。 

 

６．（予定下山口）：下山口の到着予定時刻をお答え下さい。 

日にち：  25（月）  26（火）  27（水） 28（木） その他 

宿泊先： （    ）（    ）（    ）（    ）（    ） 



XII 

 

●コース書込み用地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次に、今回の尾瀬の印象についてお訊ねします。 

１．（混雑場所）：今回歩かれた尾瀬ヶ原の区間の中で、少しでも混雑していると思われた

所がありましたらあげてください。 

・上記質問から推測できない場合通過日時も合わせて聞く。 

・区間の場合 → 通過方向も確認する。（上記質問から推測できない場合） 

・ ポイントを指す場合（分岐点・橋上等）→ 該当場所を○で囲む。 

２．（混雑内容）：また、混雑していてどのような点が嫌だと思いましたか。場所ごとに教

えてください。 

・追い越せない・写真が撮れない・止まってゆっくり観賞できない・休憩できない 等 

 

ＰＰ 

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ 

富士見下口 

入山  日  ：  

下山  日  ：  

鳩待峠口 

入山  日  ：   

下山  日  ：   

御池口 

入山  日  ：   

下山  日  ：   

大清水口 

入山  日  ：  

下山  日  ：  

  沼山峠口 

入山  日  ：  

下山  日  ：  

小沢平口

入山  日  ：  

下山  日  ：  

竜宮 尾瀬沼 

富士見峠

至仏山 

見晴 

(見晴北分岐) 

三条ノ滝 

赤田代 
（尾瀬温泉） 

燧ヶ岳 

ヨッピ吊橋 

牛首分岐 見本園 

沼尻

三平下 

七入 

津奈木 

並木 
戸倉 

尾瀬戸倉スキー場 

大江湿原 

山ノ鼻 

東電小屋 



XIII 

●混雑意見書込み用地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．もしあなたが一人で尾瀬ヶ原に来て、木道を歩いているとしたら、前の人との距離が

どの位まで狭まると、嫌だなと思いますか。木道１本分の長さは約４ｍですので、それ

を目安としてお答え下さい。 

①木道１本の１／４ ②木道１本の１／２ ③木道１本分 ④木道１本半分 ⑤木道２本分 

⑥その他（                ※木道○本分で答えられない場合は ｍも可） 

竜宮 

富士見峠 

至仏山 

見晴 

(見晴北分岐) 

三条ノ滝 

赤田代 

（尾瀬温泉） 

ヨッピ吊橋 

牛首分岐 
見本園 

鳩待峠 

富士見下 

山ノ鼻 

東電小屋 



XIV 

 

４．同じように一人で木道を歩いている場合、前の人との距離がどのくらいだと、気持ち

よいと思いますか。 

①木道１本分  ②木道２本分  ③木道３本分  ④木道４本分  ⑤木道５本分 

⑥その他（                ※木道○本分で答えられない場合は ｍも可） 

 

 

●最後に、あなたご自身のことについてお訊ねします。 

 

１．（住所）：どちらからいらっしゃいましたか。 

         都 道 府 県  

 

２．（年齢）：ご年齢は何十代になりますか。 

 ①１０代 ②２０代 ③３０代  ④４０代  ⑤５０代  ⑥６０代以上  

 

３．（職業）：職業を以下の中からお答え下さい。 

  

 

 

 

４．（来訪回数）：尾瀬へいらっしゃったのは何回目ですか。 

 ①初めて    ②２回目   ③３回目  ③４回目以上（     回） 

 

５．（来訪人数）：何人でいらっしゃいましたか。 

 ①１人       ②２人     ③３人以上 （        人）  

 

６．（ツアー）：今回はツアーをご利用されましたか。「はい」の方はその行動形態も教えて

ください。 

①は い     ②いいえ 

 

ア．全員行動型（計  人）   イ．自由行動型 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

①会社員・団体職員（公務員）   ②自営業   ③学生   ④専業主婦 

⑤パート   ⑥無職   ⑦その他（                 ） 



XV 

(財)尾瀬保護財団 2003.10.11(土) 

調査場所：（          ）              開始時間：（  ：   ） 

アンケート調査票 
問１．現在の休憩テラス内の混雑状況はどのように思われますか。 

下記の４つの中から１つだけお選びください。 

 

①非常に混んでいる 

②やや混んでいる 

③やや空いている 

④非常に空いている 

 

 

問２．現在と比べて理想的な休憩テラス内の利用状況はどのように思われますか。 

下記の３つの中から１つだけお選びください。 

 

①もっと人が少ない方がよい 

②このくらいがちょうどよい 

③もっと人が多い方がよい 

 

●あなたご自身のことについてお訊ねします。 

問３．性  別： ①男    ②女 

問４．年  齢： ①10 代 ②20 代  ③30 代  ④40 代  ⑤50 代  ⑥60 代以上 

問５．職  業： ①会社員・団体職員（公務員）  ②自営業 ③学生  ④専業主婦 

⑤パート ⑥無職  ⑦その他（               ） 
 

問６．来訪人数： ①１人   ②２人   ③３人  ④4 人以上（        人 ） 
 

問７．尾瀬に来訪されたのは何回目ですか。 

①初めて  ②２回目  ③３回目  ④４回以上（        回 ） 
 

問８．今回はツアーをご利用されましたか。「はい」の方はその行動形態も教えてください。 

①は い     ②いいえ 

 

ア．全員行動型（計    人）   イ．自由行動型 

 

ご協力ありがとうございました。 

第Ⅴ章 アンケート調査票（休憩テラス） 


